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点検・評価項目 

自 己 評 価 

自己点検・自己評価項目総括 

特 記 事 項 

（特徴・特色・特殊な

事情等） 

優れている・・３ 

適    切・・２ 

改善が必要 ・・１ 

 

 

 

 

各企業（人事部） 

と木更津公共職業

安定所との連携に

ついて     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３ 

求人に関しては、ここ数年で一番

求人依頼が多い。また、新規の企

業とベンチャービジネス系から

も求人依頼が多いので、とくに生

徒に対しては、一つの業種にこだ

わらず、多く求人票を見るように

指導している。就業場所にも注意

を促している。そして、会社見学

に複数、参加申し込みをするよう

に指導し、求人票が送付されてい

ない企業に関しては、指導部から

積極的に職業安定所にも相談し

求人票を頂けるように引き続き

企業に依頼している。そして受験

に必要な書類を準備している。 

全体的に求人依頼が

増加。上場企業と金融

関係からも求人が目

立っている。特に専門

的・技術職は国家試験

等の免許を得るため

育成に数年かかるた

め採用が急増してい

る。また、サービス業、

介護職も活発である。

そして職種ごとの説

明会を実施。就職希望

者が昨年よりも多い

ので、より一層個別指

導が重要である。 

 

 

 

 

公務員試験対策 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ３ 

年々公務員希望者が増加してい

るので、積極的に公務員講座に参

加するように促しているが、今年

度の生徒の動きが今一歩、鈍いの

でより一層指導に工夫が必要な

ので、ここ数年の筆記試験内容と

面接試験について導入しやすい

ように指導している。また、プレ

ゼンテーションや集団面接等に

ついても同様に一から指導する

ように心がけている。 

公務員の説明会に、参

加が目立つようにな

ったが、学習方法が良

く分からない生徒が

目立つので、補習や講

習会にも積極的に参

加するように促して

いる。公務員採用試験

の内容が大きく変更

されたため指導の見

直しが必要である。 

 

 

 

 

インターンシップ 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ３ 

 

進路先が就職・進学にかかわらず

参加した生徒はこれから直面す

る進路選択に役立ったと思う。今

後の進路に繋げられてとてもい

い経験ができたことと、また、受

け入れ団体からも真面目に仕事

に取り組んでいたと好評であっ

た。新規の受け入れ団体からの要

請が多くなる傾向が見られるの

で、ある程度の受入数に達したら 

固定したいと思っている。 

当初は、就職希望者が

多く見られたが専門

学校を希望している

生徒がインターンシ

ップに参加希望を申

し出る生徒が増加し

ている。公務員関係に

も受け入れ可能な団

体が増えてきた。 

（６２団体、１０４名

参加） 

 

 

 

受付実践について 

 

 

 

 

 

   ３ 

来校者の方との応対が初めての

経験なので、言葉遣いや一つ一つ

の動作にも気を遣い緊張をして

いる様子がうかがえる。しかし、

来校者の方の感想は、新鮮でとて

も良いと好評である。 

面談室１～３の利用

方法について工夫が

必要である。また、事

務所との連携が不可

欠である。 

 



 


